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ポイント 

・プレート境界付近の固着域周辺で発生するスロー地震と巨大地震の関係について，海外で近年観

測された地震・地殻変動データの解析結果の例を主に紹介（2017 年 M6.9 Valparaíso earthquake 

in Chile，2014 年 M7.3 Papanoa earthquake in Mexico,  2012 年 M7.6 Nicoya earthquake in 

Costa Rica）． 

・スロー地震の応力載荷過程を通した促進作用

・スロー地震の伝播による断層の強度低下を通した促進作用

・スロー地震のすべり速度が巨大地震発生前に加速を示す事例は見つかっておらず，すべり速度の

モニタリングから巨大地震の発生を事前に高い確度で予測することは現時点で不可能。

・長期評価と組み合わせて，プレート境界の滑り速度の変化に基づいた確率論的な地震発生予測モ

デルの構築が必要不可欠。 

図．プレート境界面の固着のはがれを示す概念図．左）固着レートの高い地震発生層内の場合，右）固

着域の深部延長におけるスロー地震発生域内の場合．
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